
１２月の生活目標    

身の回りを整理しよう 

       ～はきものを整理しよう（そろえよう）～ 

あ あかるいあいさつ 
き きれいな学校 
つ つながるこころ 
つながり合おう 

 

 

 

 

 

  地域の皆様にお世話になっています 
１２月も中旬となり、日に日に寒さが厳しくなっています。インフルエンザ等の感染症の流行も

見られますが、子どもたちは、はつらつと過ごしています。子どもたちが健康に安全に過ごすこと
ができるのも保護者や地域の皆様のおかげです。ありがとうございます。今回の学校だよりでは、
地域の皆様のご協力についてお届けします。 
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【 学校教育目標 】 

一人一人が輝く、笑顔あふれる学校 

自ら考え主体的に行動する人を育む教育の推進 

～考える子・チャレンジする子・つながり合う子～ 

№３１ 令和６年１２月１３日 

校 長 太良木 香江 

令和６年度 秋津小学校だより 

 

 

 

民生児童委員・主任児童委員の皆様による見守り 
 １２月からコスモス学級の子どもたちの見守りをしていただいています。登校後のランドセ
ルや持ち物の片付け、体育服の着替えなど、声かけや支援をしてくださり、子どもたちも安心
して次の活動を行うことができています。 
 民生児童委員は、厚生労働大臣から委嘱される非常勤特別職の 
地方公務員です。地域の子どもたちが元気に安心して暮らせるよ 
うに子どもたちを見守り、子育ての不安や妊娠中の心配事などの 
相談・支援を行っています。主任児童委員は児童委員の中から厚 
生労働大臣が指名した委員で児童に関することを専門的に担当し 
ています。学校などの教育機関や区役所などの公的機関、地域の 
さまざまな団体と連携を図ることで、子育て環境の改善や支援の 
活動にも取り組んでいます。地域の子育て応援団の皆様から学校 
へご協力いただき感謝の気持ちでいっぱいです。 

 
 

 

熊本地震から学んだこと ～パネルの寄贈～  
 １２月３日に秋津校区防災連絡会会長の髙﨑 憲一 様
より熊本地震から学んだことを伝えるパネルを寄贈してい
ただきました。これは１０月１９日、２０日に熊本城ホール
で開催された「ぼうさいこくたい２０２４in 熊本」（内閣府
主催）に出展されたものです。秋津校区の住民の皆様が身を
もって学んだ熊本地震の教訓をまとめたものです。 
 本校は毎月１６日を防災の日として、様々な訓練を行って
います。また７月には子どもたちによる「心つながる秋津集
会」を行いました。その中で地域の皆様からもお話を伺い、
防災の意識を高めることができました。 
 いただいたパネルについては、２４日の終業式で子どもた
ちに紹介したあと、昇降口に掲示する予定です。 
 熊本地震から８年が経ち、小学生の子どもたちにとって鮮
明な記憶として残っている人は少ないと思います。子どもた
ちには、寄贈されたパネルを読んで、学んだことをぜひ多く
の人に伝えてもらいたいと思います。そして、いざというと
きに考え、行動し、人々とともに助け合っていく力を付けて
いくことが大切です。 
秋津校区防災連絡会の皆様、貴重な資料をありがとうござ

いました。 
 

 

 


